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ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ
ン
ド
の
南
東
海
上
に
位
置
す
る
、

面
積
が
九
州
の
二
倍
弱
、
人
口
が
約
二
千
万
人
の
ア
ー

モ
ン
ド
形
の
島
国
で
あ
る
。
島
の
中
央
部
南
寄
り
に
は

二
千
㍍
級
の
山
々
が
連
な
る
高
山
地
帯
、
そ
の
周
り
に

は
標
高
千
㍍
前
後
の
高
原
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
高

原
地
帯
は
主
要
輸
出
品
で
あ
る
紅
茶
の
栽
培
・
加
工
が

盛
ん
で
あ
る
。
最
大
の
都
市
は
南
西
部
の
海
沿
い
に
あ

る
コ
ロ
ン
ボ
で
、
首
都
は
コ
ロ
ン
ボ
郊
外
の
ス
リ
ジ
ャ

ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ
コ
ッ
テ
で
あ
る
。
気
候
は
南
西
が
多

雨
地
域
、
北
西
部
や
南
東
部
の
海
岸
寄
り
は
少
雨
地
域

で
あ
り
、
今
回
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
南
西
部
の

多
雨
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。

　

同
国
は
一
九
四
八
年
に
セ
イ
ロ
ン
と
し
て
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独
立
し
た
が
、
独
立
後
、
多
数
派
を
占
め
る
シ
ン

ハ
ラ
民
族
と
少
数
派
の
タ
ミ
ル
人
が
対
立
し
、
一
九
八 

〇
年
代
前
半
に
タ
ミ
ル
族
の
一
部
過
激
派
と
政
府
軍
が

内
戦
状
態
と
な
っ
た
。
各
地
で
一
般
市
民
を
巻
き
込
む

テ
ロ
が
発
生
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
政
府
軍
が

過
激
派
を
武
装
制
圧
し
、
内
戦
が
終
結
し
た
。
内
戦
終

結
ま
で
は
各
所
に
検
問
が
あ
り
行
動
も
制
限
さ
れ
た
が
、

今
は
す
っ
か
り
落
ち
着
き
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増

加
し
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

一
八
〇
㍍
、
堤
体
積
七
万
六
、〇
〇
〇
立
方
㍍
）、
上
流

貯
水
池
、
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
一
二
・
五
㌔
㍍
、
内

径
五
㍍
）、
上
流
調
圧
水
槽
（
高
さ
九
八
㍍
、
内
径
一
二

㍍
）、
斜
坑
（
落
差
七
九
二
㍍
、
内
径
四
・
三
㍍
、
傾
斜

角
四
八
度
）、
地
下
発
電
所
（
高
さ
三
六
・
五
㍍
、
幅

一
八
・
八
㍍
、
延
長
六
五
・
一
㍍
）、
下
流
調
圧
室
、
放
水
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路
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
四
五
七
㍍
、
内
径
五
㍍
）、
放
水
口
、

変
電
所
、
主
制
御
棟
、
等
々
の
土
木
建
築
構
造
物
の
全

て
を
建
設
す
る
過
去
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。

　

着
工
後
し
ば
ら
く
は
内
戦
下
の
施
工
と
な
っ
た
た

め
、 

緊
急
事
態
に
備
え
シ
ビ
ア
な
現
場
運
営
が
必
要
と

な
っ
た
。
常
に
車
両
の
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
、
職
員
は

避
難
出
国
の
航
空
券
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
常
時
携
帯
す
る

緊
張
感
の
中
で
の
施
工
を
強
い
ら
れ
た
。
日
本
式
の
施

工
手
順
に
対
し
て
、
社
会
主
義
国
の
労
働
者
が
特
に
懐

疑
的
と
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
か
ら
見
る
と
過
剰
、
無
謀

に
し
か
思
え
な
い
工
程
・
品
質
・
安
全
管
理
等
の
細
や

か
な
進
め
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
幾
多
の
難
問
に
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
う
ち
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
熱

意
や
意
識
が
彼
ら
に
通
じ
、
作
業
員
と
次
第
に
理
解
し

あ
え
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
何
と
か
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
や
ダ
ム
な

ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具
体
的
な
姿
を
現
す
に
つ
れ
て
現

地
の
人
々
の
発
電
所
建
設
に
対
す
る
期
待
を
感
じ
ら
れ

た
の
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
今
後
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
発
展
に

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
電
力
供
給
の
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
・
貢
献
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思

う
次
第
で
あ
る
。

終
わ
り
に

水没区域住民再定住用家屋

　

ア
ッ
パ
ー
コ
ト
マ
レ
水
力
発
電
所
建
設
工
事
は
今
後

の
電
力
需
要
増
に
対
応
す
べ
く
、
ス
リ
ラ
ン
カ
中
南
部

の
山
岳
地
域
を
流
れ
る
同
国
最
大
の
河
川
マ
ハ
ウ
ェ
リ

川
、
そ
の
支
流
で
あ
る
コ
ト
マ
レ
川
上
流
部
で
築
造
さ

れ
る
ダ
ム
、
日
間
調
整
能
力
を
有
す
る
タ
ラ
ワ
ケ
レ
調

整
池
、
地
下
発
電
所
へ
の
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び
水

圧
管
路
、
そ
し
て
落
差
を
利
用
し
運
転
さ
れ
る
最
大
出

力
一
五
〇
Ｍ
Ｗ
（
七
五
Ｍ
Ｗ
×
二
基
）
の
発
電
容
量
を

も
つ
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
水
没
地

区
の
移
転
先
約
五
〇
〇
家
屋
の
建
設
等
の
準
備
工
事
を

二
〇
〇
五
年
九
月
よ
り
開
始
し
、
本
体
土
木
建
築
工
事

を
二
〇
〇
七
年
一
月
に
着
手
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
は

通
水
試
験
を
実
施
し
、
同
年
七
月
よ
り
発
電
運
転
を
開

始
し
た
。

　

工
事
の
概
要
は
、
取
水
ダ
ム
（
堤
高
三
五
㍍
、
堤
長

工
事
概
要

地下発電所内部


